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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 4 10 6 11 4 4 7 11 2 0 0 2
14 * 0 2 1 2 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
33 * 1 2 2 8 2 8 1 0 0 0 2 2 1 0
41 * 0 0 6 8 0 0 5 5 4 9 0 1 0 0
61 * 0 0 2 2 2 4 0 0 1 1 1 1 0 0
8 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 1 0 0 0
13 0 1 3 3 4 0 0 1 0 1 1 1 2 0 0
24 0 0 1 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
30 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 1 1 4 5 2 2 3 0 1 1 0 1 0 0
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
88 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 2 0
3 10 22 41 16 29 18 9 17 26 7 7 1 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 4 6 4 9 2 2 4 2 3 5 1 3 1 0
15 * 0 0 3 9 0 0 5 2 2 4 0 0 0 0
37 * 0 0 6 11 0 3 2 2 2 4 1 0 0 1
60 * 0 0 5 9 2 5 3 4 0 4 0 0 0 0
76 * 0 0 1 6 0 0 1 2 1 3 0 1 0 0
2 0 1 2 1 6 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 0 0 0 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
24 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
29 0 1 4 3 4 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
6 12 23 58 4 12 22 13 10 23 2 4 1 1

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 50.0% 39.7% 33.3%

Team / Coach: 尾前　光昭 -
合　　　計 68 225

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

川武 雅幸 9 15
0 - -

井島 啓貴 0 16
石塚 渉 0 3

荒谷 優斗 5 21
改田 賢太 0 1

神門 千郎 12 38
佐藤 雄人 2 20

谷口 淳 6 31
仲西 佑起 12 35

ST BS MIN

田野 司 22 44

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 69 225
RATE 30.0% 53.7% 55.2%

0 - -
Team / Coach: 二杉　茂

池田 壮真 0 3
0 - -

谷本 真琴 13 31
近藤 隆幸 0 5

奥野 航平 2 7
梶井 涼矢 0 1

津野田 祥成 2 3
幡本 優生 9 21

新里 龍武 6 22
秀島 嶺次 0 1

瀬戸 将軍 9 43
久保田 和貴 12 35

BS MIN

サイモン オジュワン 14 40
川崎 達朗 2 11

ＦＴ
Ｆ
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男子 １部リーグ戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

試 合 日 2014.09.14
天理大学

勝ち点　５
試合ＮＯ 130
戦評
総括、いまだ全勝中の同志社大学と、昨年度関西学生バスケットボールリーグ戦王者の天理大学との好カードと
なった。序盤から一進一退の攻防が続き、何度か天理大が点差を離す場面があったがそのたびに同志社の＃0田野
の活躍により延長戦にまでもつれ込んだ。だがやはり天理大はそれでも焦らず確実なプレイで勝利した。
第1ピリオド、試合開始から同志社＃37仲西の連続得点によって流れに乗る。天理大もリバウンドからのセカンドチャ
ンスをものにし流れに乗り、点の取り合いになる。同志社が点を引き離そうと必死のディフェンスから速攻のチャンスを
作り出すが、天理大の戻りが早く決めきれずにいた。しかし同志社＃0田野の3Pシュートと＃60神門のカウントワンス
ローで引き離す。点差が離れてくかと思いきや天理大も＃33瀬戸のシュート＃6サイモンのゴール下で点差を離され
ず、17-14同志社リードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、第1ピリオドと変わってどちらも気迫のあるディフェンスで相手に得点を与えない膠着状態になった。そ
んな中交代で出てきた天理大＃13幡本の3Pシュートによって一気に流れは天理大に傾き、連続得点で逆転に成功
する。同志社はたまらずタイムアウトを取るも流れは変わらず天理大のまま、少しずつ点差が開いていった。勢いのあ
る天理大を前に、同志社は足踏み状態となり28-35天理大の7点リードで前半を折り返す。
第3ピリオド、またどちらも得点が入らない苦しい時間が続く。そこからどちらも一進一退の攻防が続く。天理大は＃6
サイモンを中心にオフェンスリバウンドを奪いそのチャンスをものにする。しかし同志社もリバウンドからの鮮やかな速
攻を武器に第3ピリオド終盤に連続得点を重ね、勢いのあるまま44-49天理大の5点リードで第4ピリオドに突入する。
第4ピリオド、第3ピリオドの勢いのある同志社の＃0田野による3Pシュートで一気に差を詰める。一気に逆転したい同
志社だが天理大のディフェンスにより点差を詰めることはできなかった。しかし、天理大のリバウンドの要である＃6サイ
モンが4つ目のファウルをしてしまい今までのような思い切ったプレイができなくなってしまった。そして勝負所で同志
社＃0田野が3Pシュートとスティールからの得点により一気に2点差まで詰め寄る。天理大も負けじと点を決め開くかと
思われたが、また＃0田野の3Pシュートにより点差が開くことを許されず、とうとう20秒前に1点差まで近づく。天理大＃
6サイモンのフリースローで決まったかと思われたが同志社＃0田野がすぐに点を決め返し同点のシュートを決め、60-
60と同点で延長戦に入る。
延長戦、同志社は＃0田野にボールを預けるが天理大もフェイスガードでボールを持たせないようにし得点を許さな
い、一方全員でボールを回し誰でも点が取れる天理大は着実に得点を重ね点差をあけていく。天理大が勝つと思わ
れたが10秒前に＃2荒谷が3Pシュートを決め3点差に詰め寄る。最後＃0田野が執念の3Pシュートを決めるも後一歩
足りず、68-69で天理大が勝利をおさめた。

主審 島田　剛次 副審 田中　誠治 戦評

69 68

敗チーム

同志社大学

永岩　良一（近畿大）

開始時間 16.40.00
会　　場 滋賀県立体育館
コ ー ト

勝ち点　５


